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merryが見せる子どものエネルギー
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　18日土曜日と19日日曜日の二日にわたって代々木公園で開催されたアースデイ東京2009。NPOや企業をはじめと
する383のグループが出展し、全国から14万人が訪れたこのイベントのなかで、そのコンセプトや表現がひと際注目
を集めていたのはエコプラザでもお馴染みのメリープロジェクト（MERRY PROJECT）のブースでした。
　これまでに同プロジェクトが撮りためてきた世界中の人々の笑顔とメッセージの展示のほか、高知県岡林農園で
採れたぶんたんや切干し大根などの加工品、本やプランターといった同プロジェクトの関連商品の販売などが行な
われたこのブース。イベント開催中にはブースのすぐ目の前に設けられた特設ステージで計４回のワークショップ
が開かれ、子どもたちが３人一組で土をこねるところからプランターへプチトマトの苗を植えるところまでを体験。
「これは何か知ってる？」「うん。“おがくず”でしょ！」「よく知ってるね。これを土の下に入れておくとなめくじが
入ってこないんだよ」などと講師との会話を楽しみながら、子どもたちは土いじりに夢中になっていました。
　メリープロジェクトを主宰する水谷孝次さんは、「子どもたちは世界を変えていくエネルギーをもっている。だか
らこそ教育は大切だが、それは明るく楽しいものでなければ」と語ります。その言葉にも表れているように、目をキ
ラキラさせながら土をこね、苗を植える子どもたちの姿は、未来に明るい希望を感じさせてくれるものでした。




